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2∞3年度｢主要環境データ+の

状況

御社会報告蚤2DO4

20二03年庶の環境取り組みハイライト

済..リサイクル･海神

■トヨタノサイクルビジョンの内容

区分 日彿

●日欧リサイクル実効卒 日本)法規日彿の早期達成

の暮実な向上 欧州)法規日耕の暮実な速成

●再生可能兼滞りサイ 2015年柵脂部品の20,も使用技術確立(トヨタエコプラ

クル材の着用 スチックとリサイクル材の合計)

●中古缶晶の利用拡大 2010年販売点数10倍(2002年比)

●オ境負荷物井の制式

2003年トヨタグロー/くル暮斗の制定

2008年より4物王全廃暮ヰ入(日欧)(適用除外部品あ

リ)
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転

自動車メーカーとして､2015

年のあるべき姿を定め実行

日模を設定｡中長期的な視

点でリサイクルに取り組んで

います｡

■新型｢プリウス+に採用したリサイクルに配点した材料
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■トヨタ手の鉛佐波状況
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リサイクル設計､環境負荷物質の低減､リ

サイクル材の採用など､新型プリウスで環

境対応を多面的に練り込みました｡
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新型車ウルモデルチェンジ車全6車種

中5車種で船便用lを1996年比､10分

の1以下に低減しました｡
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トLCA(ライフサイクルアセスメント)評価

クルマがライフサイクル(製造から廃棄まで)で環境へ

のl荷が少ない製品を効率的に開発するために､+CA

評価を行っています｡例えば､rスカイラインJのフロン

トエンドモジュール構造やステージアのバックドアは､

従来の構造､使用材料に比べ環境への影書が低漉され

ています｡

環境負荷物質の低減

グロー′くルに攻境負荷物井削減日耕を掲げ､理境負荷

物耳の佐渡を進めています｡

燃料タンクや電書塗料､ホイールバランスウエイトなど

に鉛を使用しない材料を採用し､日本では2003年鹿の

新型車で｢船便用lを2006年以降1/10以下(1996

年比)に佐波するJという兼界目棟を早期に達成しまし

た｡製品に含まれる化学物井の含有lを把撞､管理し､

日産の化学物井ガイドラインに基づいて環境負荷物箕

削減活動に取り組んでいます｡

グロー′くル開発拠点として

トップレベルの環境技術を創出していくために

クルマを取り巻く環境間塩がより広範な領域へ及ぶなか

で､クリーンで持続可能なクルマ社会の実現に向け､現

境対応技術開発に今後も横棒的に取り組んでいきます｡

日産は､究棲的にはクルマに起因する環境への形事が

ないレベルにまで下げることを目棟に､走行(ドライビン

グプレジャー)､安全を加えたクルマに求められる3つ

の王手性能を高度にバランス･向上させる技術服発を

行つています｡

中核となるSU-LEV､FCV､HEV関連技術開発を王点

に､石油代替燃料など､燃料の多様化に対応したパワー

ソースの開発､軽王構造設計や軽主材料開発などによ

る車両の軽l化技術附発など､環境に配慮したクルマ

の開発を進めています｡また､渋滞解消などの走行環境

の改善による環境負荷低減の技術として､ITSを使った

高度交通流制御システム開発や､クルマの使い方による

環境負荷性滅として､古座ナビゲーションシステムによ

る運転支捷付報サービスなどの環軌こ配慮したクルマ

の開発を進めています｡地球温唖化､環境汚染､実源･

エネルギー同月を稔合的に解決するために､技術開発

の範囲を拡大し､お客さま､マーケットに広く受け入れ

られる､現実的で実効性の高いトップレベルの環境技術

を創出していきます｡
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2｡｡3年度の環境保全活動実旗
本 田･2004環境年次レポート

l
6.廃棄･リサイクル
(3R)領域

Hondaでは椒晶のリサイクル性への配丘を牡鹿しています｡3R

(リデュース､リユース､リサイクル)の牡点で､一品の肝先度書か

ら止しく肝価し､暮軌胡並を選定しています｡

･四輪車:リサイクル実効率の向上

･二輪車､汎用製品:リサイクル可能率の向上

四輪車､二輪車:03年度新型車･モデルチェ

ンジ車のリサイクル可能率

90%以上

汎用製品:03年度発売全5横種のリサイクル

可能率90%以上

●四輪車

13R設計 白p.48､P.49

1.3R評価システム

2001年定から3R事前評価システムを用いて､新親閲

発する機種ごとにチェックを実施し､その向上を図

っています｡

2.リデュース設計(廃棄物の発生抑制)

2003年10月に発売したオデッセイにおいては､以下

のリデュース設計を実施しています｡

11

■細■■
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変.
軍‥㌧■

小型ABSモジュレーター 小型オートテンショナー

エバボレーター(チューブの薄肉化) コンデンサー(チューブの薄肉化)

カムシャフト､シリンダーブロック､クランクプーリー

-.称‡
･耳こ
ま_

･更-.…

アルミリアブレーキ･キャリバー

フロアマット､リーフライニンク､ドアモール

ハイチン材を使用したエキソーストマニホールド

エンジンオイル 1万km-1.5万km

LLC(ロングライフクーラント) インターバル3年一11年

オイルフィルター 2万km-3万km

ATF インターJてル4万km-8万km

3.リサイクル設計

2003年度に発売した新型車･モデルチェンジ革にお

いて､以下の様々な取り組みにより､使用部材の

95%以上がリサイクル可能となっています｡

..由濁療
構造文一の例(オデッセイ)

･フロントシート表皮の国定をCリングから削旨トリムコードに変更

辞晶競合牝の例(オデッセイ)
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･クランクシャフト

･コンロッド
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2003年度に発売された新型車･モデルチェンジ草の

すべての車種で､インテリアの射出成形部品にリサ

イクル性に優れたオレフィン系樹脂材を使用してい

ます｡また表示可能なすべての樹脂部品に素材識別

記号を表示しています｡

朝丘材料の統合化

サイドシルガーニッシュ バンパーフェイス

ピラーガー=ツシュ インナーフェンダー

インストルメントパネル
ドアライニング

その他

2003年度の実兢として､オデッセイでは1台当り4.4kg

の再生樹脂材料を使用しています｡今後も､さらに

再生原材料の使用比率の拡大を図っていきます｡

■環境負荷物茸の削減

1.鉛の削減

Hondaでは鉛の使用量の削減を進めています｡2003

年度に発売した新型車の鉛の使用量は､1996年の

1/3以下まで削減しました｡特に､インスパイア､ラ

イフ､オデッセイにおいては､1/10以下にまで削減

しました｡これは､従来の取り組みに加え､次のよ

うな内容によるものです｡

新型インスパイア､ライフ､オデッセイで採用した取り租み

･脱出l書塗料の採用

･ホイールバランサーの脱鉛化

2.その他の環境負荷物質の削減

Hondaの化学物質ガイドラインに基づいて環境負荷

物質からの代替を進めています｡

3.代替フロン(HFC134a)の削減

HFC134a使用量を1995年比で約10%以上削減した

エアコンの適用を拡大し､2003年時点では乗用車ク

ラスで27機種中21機種､軽自動車クラスでは6機種
中3機種となりました｡代替フロンを使用しないエア

コンについては昨年に引続き以下を推進中です｡

･業界の動向及び技術レベルを把握する為の情報
収集

･実車搭載の実用化に向けた技術検討



 
 

輸入車の環境負荷物質の対応状況について 
 
 
現在の適合状況 
 

日本に輸入される欧州製造車ならびに米国製造車は、現時点で EU ELV指令の 
環境負荷物質要求(*1)に適合していることを確認しております。 

(*1) 欧州議会ならびに理事会指令 2000/53/EC、EU委員会決議 による修正 2002/525/ECに基づく要求 

 
＜参考＞EU ELV指令環境負荷物質要求 

2003年７月１日以降、市場に投入される車の材料・構成部品に鉛、六価クロム、水銀、カドミウムを含

有させてはならない。ただし、下表の条件を除く。 
物質 対象材料・構成部品 免除の範囲・期限  物質 対象材料・構成部品 免除の範囲・期限 

機械加工用の鋼鉄ならびに亜

鉛メッキ鋼；最大 0.35 w% 
（期限未設定）  電子基盤ならびに他の

電気装備のハンダ 
（期限未設定） 

機械加工目的のアルミ 

最大 2 w% 

最大 1 w% 

 

2005年 7月１日まで 

2008年 7月 1日まで 

 
鉛が 0.5w%を超えるブ

レーキライニングの銅 

2003 年 7 月以前に認可
を取得した車とその車

の交換部品のみ 
2004年 7月 1日まで 

銅合金；最大 4w% （期限未設定） 
 

バルブシート 
2003 年 7 月以前に開発
されたエンジンのみ 
2006年 7月 1日まで 

鉛-銅ベアリングシェル、 
ブッシュ 

（期限未設定） 

 ガラス・セラミック合成

物に鉛を含む電気部品。 
ただし、電球(バルブ)の
ガラスと点火プラグの

Glaze(ｶﾞﾗｽ塗膜)を除く 

（期限未設定） 

 
バッテリー （期限未設定） 

 

電球(バルブ)のガラスと
点火プラグの Glaze(ｶﾞﾗ
ｽ塗膜) 

2005年 1月 1日まで 

振動ダンパー （期限未設定）  

鉛 

  

インフレーター等の 
点火装置 

2007年 7月 1日まで 

防錆コーティング 2007年 7月 1日まで 

ホィールバランスウエイト 

2003年 7月以前に認可
を取得した車とその車

の交換部品のみ 
2005年 7月 1日まで 

 ６価

ｸﾛﾑ 
モーターキャラバンの

冷蔵庫 
（期限未設定） 

液体操作用ならびにパワート

レイン装備でのエラストマー

の加硫剤ならびに安定剤 
2005年 7月 1日まで 

 水銀 ディスチャージランプ

とインストパネルの表

示 
（期限未設定） 

保護塗装の安定剤 2005年 7月 1日まで  厚フィルムの糊（ﾍﾟｰｽﾄ） 2006年 7月 1日まで 

鉛 

電気モーターの 
カーボンブラシ 

2003年 7月以前に認可
を取得した車とその車

の交換部品のみ 
2005年 1月 1日まで 

 

ｶﾄﾞﾐ

ｳﾑ 

電気自動車のバッテリ 

2005年 12月 31日以降、
それ以前の車の交換

NiCd 電池のみ認められ
る。 

 

日本自動車輸入組合 




